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テーマ：　老いること、生きること、食べること

日時： 2012年 ２月１９日 （日） 9：30～12：00
会場：「キャンパスプラザ京都」４階第３講義室
　　　会費：300円（当組合員無料）　 定員：170名 （先着順。事前申込不要。どなたでも参加できます）



主催：京都福祉サービス協会職員労働組合 　（ 問い合わせ： 884michiya@gmail.com   090-5366-1497　 担当：林 ）　
共催：大阪大学「ケアの臨床哲学」研究会、立命館大学生存学研究センター、京都福祉サービス協会ホームヘルパー労働組合（京都ヘルパーネット）
後援：京都福祉サービス協会、ナースネット研究会、患者のウェル・リビングを考える会、マイケアプラン研究会、京都ボランティア協会、きょうと介護
保険にかかわる会、〈ケア〉を考える会、下京西部医師会、歯科医師会下京支部・南支部、下京南薬剤師会、リーガルサポート京都支部









■なぜ労働組合が < ケア・フォーラム > を開くのか


高齢者福祉介護の現場で働く私たちは、よりよい介護の従事者、ケアの担い手になりたいと思いながら現場に立っています。何よりもご利用者の尊厳と利益のために働きます。ご利用者の笑顔や幸せに接することが私たちの願いです。日々のケアを通して、ご利用者がよりよい生活を送ることができ、少しでも生きる張り合いが持てるよう支援したいと思っています。


一方で、その介護・ケアに対する思いが強ければ強いほど、私たちは、壁にぶつかったり悩んだりします。私たちの前には高齢者福祉介護の課題や問題が大きく立ちふさがっています。高齢利用者一人ひとりを前にして、苦悩し立ち往生することがあります。そんな時、学ぶことや、語り合うことの重要性を感じます。


私たち一人ひとりは弱い存在です。だからこそ、働く者が力を合わせて助け合うことで大きく強くなりたいと「労働組合」に集まりました。私たちは、よりよい介護ケアの仕事をするために、働きやすい労働環境と生活環境を求め、労働条件向上のために活動します。そして、学び語り合う会＜ケア・フォーラム＞を開きます。











 実践報告 


井上 可奈恵／特別養護老人ホーム紫野・ケアワーカー


「看取りケアについて」�


 シンポジウム 


天田 城介／立命館大学大学院先端総合学術研究科・准教授


「老い衰えゆくことの発見」


浜渦 辰二／大阪大学大学院文学研究科臨床哲学・教授


　 「死生観が必要である」


荒金 英樹／愛生会山科病院・消化器外科部長


「胃ろうの何が問われているか」





司会：林 道也／京都市修徳地域包括支援センター・社会福祉士











京都駅北口より西へ徒歩5分、


（ビックカメラ北側）











▼人は皆“老いる”。老いれば“衰える”。老い衰えてどう生きるか。


▼そもそも、“生きる”とは、“死”とは、何か。今ほど「死生観」が求められる時はないかもしれない。


▼生きることの中で最も大切なことのひとつが“食べる”こと。食べられなくなったらどうするか。


「胃ろう」をどう考えるか。


▼これらのこと――老いる（衰える）こと、生きる（死ぬ）こと、食べる（食べられない）こと――は密接に結びついている。そして、ここで求められる〈ケア〉こそが、私たちに与えられた課題である。











